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               審   査   の   要   旨 
 
本研究は、ストレスからダイズを回避させる技術を構築するために、ダイズの湿害に対する応答お
よび回復過程の機構を、植物生理学的、タンパク質科学的、さらに情報科学的に解析したものである。
特に、従来個々のタンパク質に対して解析されていた研究分野に、ゲルフリープロテオミクス技術を
導入し包括的に解析しようとした点が画期的である。冠水ストレスを回避する一つの手段として、冠
水ストレスからの回復過程を促進させることに着目し、その機構を詳細に解析した点で新規性が認め
られる。特に、出芽期のダイズの冠水ストレスからの回復にジャスモン酸が、Nucleotidyl transferaseを
介して効果的に関与することを明らかにしたことは、有効な手段となり得る。本研究において得られ
た成果は、ストレス耐性作物の選抜に向けた生物マーカーの作成に寄与する可能性もあり、高く評価
される。 
平成28年1月22日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
